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は

　

じ め に

近年， 社会構造の変化に伴って人々のスポーツに対する関心が高まっている． その中でもスキー

は冬季の代表的なスポーツとしてますます盛んになっており， 今やわが国のスキー人口は１，５００万

人にも及ぶといわれている． 特に寒冷・積雪地である北海道においては， 多くの学校が教育の一環

として実施しているだけでなく， 生涯スポーツとして幅広い年令層に愛好されている．

　

しかし， スキーは常に変化する雪の斜面を様々な技術レベルのスキーヤーが相当のスピードで滑

走するという特性から， 技術や判断が伴わないと危険性の高いスポーツであり， 特にスキーヤー同

士や立木との衝突等は重大事故になりやすく， 死に至ることも稀ではない．

　

スキーの傷害に関する全国的な調査としては， 全日本スキー連盟， 全国スキー安全対策協議会が

毎年報告書を作成している．

　

本研究は， 北海道におけるスキーの傷害の実態を明らかにすることにより， より安全なスキーの

普及のための基礎的な資料を得ることを目的とした．

ｎ

　

研 究 方 法

１． 調 査 方 法

全日本スキー連盟教育本部安全対策部において著者らが作成した調査用紙を用い， 北海道スキー

連盟総務本部傷害防止対策委員会の組織を通して道内スキー場のパトロール隊に調査を依頼， 各ス

キー場のパトロールが取り扱ったケガ人を対象に直接面接法により調査を実施した．

　

調査は， 毎年２月１日～２月２８日の１ケ月間であり， 本研究は平成２年度および平成３年度の

資料を対象にした． 有効回収数は平成２年度１７スキー場２５２件， 平成３年度２３スキー場２３５件，

計４０スキー場， ４８７件であった．

２‐ 調 査 内 容

　

性別， 年令， スキー技術等の個人的属性， 天候， 雪質， 時刻， 斜面， 原因， 行動， スピード， 締

具の解放状態等のケガをしたときの状況， ケガの種類と部位， 保険の加入状況等の２１項目であった．

（巻末の調査用紙を参照）

３． 分 析 方 法

　

収集した資料は項目別に単純集計を行い， 主な項目間でクロス集計を行った‐ 分類・集計および

統計処理には，ＰＡＳＣＫＹＶＮＶｅｒ‐１．７を用いた． なお， 原則として欠損値を除いて集計した．

ｍ

　

結果および考察

１． スキー傷害の発生率

調査期間中の入り込み人数の資料が得られたのは，平成２年度１６スキー場，平成３年度２１スキー

場， 合計延べ３７スキー場，２，６２２，８１１人であった． これらのスキー場におけるパトロール取扱い

のケガは３８９件であった． 次式によりスキー傷害の発生率を算出すると０．０１５％と推定される．

　

スキー傷害の発生率 （％） ニ

　

ケ ガ人 の 数

　

×．００

　　　　　　　　　　　　　

入り込み人数

（１２４）
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同様の算出方法で全日本スキー連盟から報告されているスキー傷害の発生率の全国平均

は， １９８７以来，ｏ‐ｏ５％程度を推移しており１），これに比較すると北海道のスキー傷害の発生率は低

いレベルにあるといえる‐

　

スキー傷害の発生率の算出方法については， 議論のあるところであり， 特にスキー場の入り込み

人数に関しては， リフトの搭乗者数， 宿泊人数， 駐車台数等から各スキー場において独自の算出を

しており統一した算出方法は見あたらない‐ したがって， 現状では各スキー場から報告された数値

をもとに上記の算出方法によるか， または， リフト利用者数をそのまま利用して入り込み人数とす

る方法が妥当であろう‐ また， ケガ人の数についても， スキー場のパトロールや診療所等で正確に

把握することはできない． 軽傷の場合はそのまま医療機関に行くか帰宅してしまう場合も少なくな

いので実際の発生率はより高率であると思われる．

　

欧米では， スキー場に長期間滞在してスキーをすることが多いので， スキーの日数に対するケガ

の発生率で算出している２・３）‐

２． ケガ人の概要

性別では， 男性２８９件 （５９‐３％），
女性１９８件 （４０．７％） と３対２の割

合で男性の割合が高い‐年令の内訳は，
１０～１９歳が１９５件 （４０．２％） と最も

多く，次いで２０～２９歳が１４５件（２９．９

％） であり，１０代と２０代で７０％を

占めている‐

学校等では， 社会人が１９４件 （４０．５

％） と最も多く， 小学生１１６件 （２４．３

％） が次に高率であった． スキー技術

の程度では， 初めておよび初級が２６７

件 （５７‐３％） と半数を越えており，
中級１４５件 （３１‐１％），上級５４件 （１１．６

％） と技術の低いスキーヤーほどケガ

が多い傾向がみられる （表１）‐これ

らの結果は， 対象者が必ずしも道内居

住者とは限らないが， 道内のスキー

ヤーの構造が反映されていることが推

察される．

‐表１

　

性・年令・学校等・スキー技術

　

穆

　

暴

　

力テ
男
ゴリー

　

件

　　

％

　　　　　　　　　　　　　　　　

２８９

　　　

５９．３

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９８

　　　

４０．７
－－－－

趣きβｎ
－－－－－－－－－－

女
－－－－‐”－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー

　　　　　　　　　

～９才 ５９

　　

１２．２

年

　　

令
（Ｂ＝４８５｝

１０～１９才
２０～２９才
３０～３９才
４０～４９才

５９

　　　

１２．２

１９５

　　　

４０．２

１４５

　　　

２９．９

３５

　　　　

７．２

３９

　

．

　

８．０

１２

　　　　

２．５

１０

　　　　

２．１

１１６

　　　

２４．３

５１

　　　

１０．７

６０

　　　

１２．６

４３

　　　　

９‐０

１９４

　　　

４０．５

　

４

　　　　

０．８

４８

　　　

１０．３

２１９

　　　

４７．０

１４５

　　　

３１．Ｉ

１２５

　　　　　　　

５０才～

　　　　　

１２

　　　

２．５

　　　　　　　

幼

　

児

　　　　

１０

　　　

２．Ｉ

学校等
（ｎ＝４７８）

小学生
中学生
高雄
大学生
社会人

　　　

綴 寧

　　

４

　

０‐８

　　　　　　　　　　　　　　　　

４８

　　　

１０．３

　

スキー技術

　　

初

　

級

　　　　

２１９

　　

４７．０

　　

｛ｎ＝４６６） 中

　

級

　　　　

１４５

　　

３１．１

　　　　　　　

上

　

級 ５４

　　

１１．６

３． ケガの発生時刻

　

日中では１１時～１２時 （７７件， １５．９％），１３時～１４時 （７８件， １６．１％），１４時～１５時 （７４件，

１５‐３％） の時間帯に多く発生している． この傾向は全日本スキー連盟による全国的な調査４） にお

いても同様であり， 最近１０年間大きな変化は見られていない． 原因として疲労や雪質の変化， 混

雑等の要因が考えられる． また， ナイターでは８７件 （１８‐０％） の発生が見られた． このことは，

最近ナイタースキーの営業をするスキー場が増えており， 営業時間も延長する傾向が見られている

こと， 北海道では， 日中の勤務を終えてナイタースキー．に行くことが多いこと等が影響していると

（１２５）
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図１

発生時刻（時）

時刻別のケガ発生率

表２

　

天候・雪質

　

項

　　

目

　　　

カテゴリー

　　　

件

　　　　

％

　　　　　　　　

晴

　　　　　

２９５

　　　

６０．９

　
みぞれ

１００

　　　

２０．６

８５

　　　

１７‐５

　

３

　　　　

０．６

　

２

　　　　

０．４

思われ， 全国平均の発生率４）より高率

である （図１），．

４‐ 天候・雪質

天候では， 晴が２９５件 （６０．９％），

雪質では乾雪が３２４件 （６８．７％） と 天

　　

候

　　　　　

雪

　　　　　　

８５

　　

１７‐５

それぞれ高い割合であった （表２）．

　　　

｛Ｆ４８５｝

　　

み董れ

　　　

！ “

これらの結果は， 調査期間中の天候．

　　　　　　　　　　　　　

雨

　　　　　　

Ｚ

　　　

Ｕ．４

雪質“左右されれ、‘と思われ， 必ず

　　　　　

墓 喜

　　

３２４

　

鰯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０９

しもこれらの天候・雪質が直接的な危

　　　　

雪

　　

質

　　　

ザラメ

　　　　

１２

　　　

２‐６

　

７ず害謄ふ７十ｍ帽，↓ｈ・、 十ふ

　　　　

（ｎ＝４７０）

　　　

アイ肌・－ン

　　　　

２ー

　　　

４．５

　

丁せ′８・杯 ＱＤＷｔははい・ しか

　　　　　　　　　　　　

その他

　　　　　

４

　　　

０．９
し， スキーに適した天候・雪質の状態

　　　　　　　　　　　　

十

　

十

においてもケガの発生が多いということがいえる．

５． 斜面および斜面の状況

どのような斜面でケガが発生しているかを見ると， 中程度の斜度の斜面 （２４７件，５１．２％） に多

く発生しており， 斜面の状況では， スムースな状況 （３６９件，７７‐１％） で多く見られている （表３

－１）‐このことは， スキー場に占める斜面の多くは中程度の斜度のバーンであり， また最近はほ

とんどのスキー場において圧雪車による整備が行われていることと関係しているものと思われるが，

表３ー１ 斜面および斜面の状況

　

項

　　

目

　　　　

カテゴリー

　　　

件

　　　　

％

　　　　　　　　

平坦・緩斜面

　　

１７４

　　　

３６．１

　

斜

　　

面

　　　

中斜面

　　　　　

２４７

　　　

５１．２

　　

（ｎ＝４８２｝ 急斜面

　　　　　　

６１

　　

１２．７

　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

　　　　　　　　　

スムーズ ３６９

　　　

７７．１

　

斜面の状況

　　　

コ

　

ブ

　　　　　　

７３

　　

１５．３

　　

匝＝４７８） ラ

　

フ

　　　　　　

２９

　　　

６．１

　　　　　　　

深

　

雪 ７

　　　

１．５

安全性を無視したスピードで滑走するス

キーヤーが目立っていることも見逃せない．

　

次に， スキー技術の程度と斜面との関連

を見ると， 上級者ほど急な斜面でケガをし

ていることがわかる（ｐ＜０．００１）（表３ー２）‐

　

また， スキー技術の程度と斜面の状況

では， 上級者ほどコブやラフな状況でケ

ガをしている割合が高い傾向がみられた

（ｐ＜０．０１） （表３－３）‐

（１２６

　

）
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１２７

表３‐２

　

スキー技術と斜面との関連

ば電器＼
面

平坦・緩斜面

　

中斜面

　　　

急斜面

　　

計

初

　

め

　

て
初

　　　

級
中

　　　

級

上

　　　

級

３１（６４‐６｝

　　

１７（３５．４｝

　　　

０（Ｑ．０）

　　

４８

９１｛４１‐９）

　

１０８（４９‐８）

　

１８【８．３）

　

２１７
４１（２８．５）

　

８５【５９．０１

　　

１８（１２．５｝

　　

１４４

６｛１１‐１１

　　

２６（４８．２｝ ２２｛４０‐７）

　　

５４
０９

　

ｄ‐ｆ．

表３ー３

　

スキー技術と斜面の状況との関連

技
廻零掌状況 スムーズ

　　　

コ

　

ブ

　　　

ラ

　

フ

　　　

深

　

雪

　　

計

初

　

め

　

て
初

　　　

級
中

　　　

級
上

　　　

級

４１（８５．４１

　　

３（６．３｝

　　　

４｛８．３）

　　

０（０．０）

　　

４８
１８２（８４．３）

　

２１（９．７｝

　　

ｌｏ（４．６｝

　　　

３｛１‐４） ２１６
１００（６９．９｝

　　

３０（２１‐０）

　

１０｛７．０）

　　

３｛２‐１１

　　

１４３
３１（５７．４）

　

１９｛３５．２｝

　　　

３（５．６｝

　　　

１｛１．９）

　　

５４
Ｘ＝２６．５８

　

ｄ－ｆ．＝９）

　　　　

Ｐ〈０‐０１

－

　

行動・スピー ド

　　　　　　　　　

表４ 行動‐スピード
自由滑降中のケガが３４５件 （７０‐９

） と最も多 いが， 学校の授業．

　　

項

　　

目

　　　　

カテゴリー

　　　　　　

件

　　　　

％

事中において９９件 （２０‐４％） 見
自由滑降中

　　　　　

３４５

　　　

７ｏ．９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

常設校受講中

　　　　

１７

　　　

３．５
ることは， 寒冷・積雪地域

　　　

行

　　

動

　　　

一般講習受講中

　　　

１１

　　　

２．３

あり， 教育， 指導上の問題

　　　

（ｎ＝４８６）

　　　

学校の授業‐行事中

　

９９

　　　

２０‐４

旨摘される‐

　　　　　　　　　　　　　　　

‘ その他

　　　　　　　　

１４

　　　

２‐９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

停止中 １０

　　　

２‐２
自覚的なスピー ド感では， 「ゆっ スピード

　　　

ゆっくり

　　　　　　

１３２

　　　

２９．０

り」と回答したものが１３２件（２９
‐
ｏ

　　　

（ｎ＝４５５｝ 普

　

通

　　　　　　　

２３８

　　　

５２．３

，
「普通」 と回答 したものが２３

速

　

い

　　　　　　　　

７５

　　　

，６．５

件 （５２．３％） と比較的遅いスピードの中でケガが多く発生している． しかし， そのスピードがス

ーヤーの技術程度から判断して， そのときの斜面や雪質， スキー場の混雑状況に見合ったスピー
、であったかどうかは疑問である （表４）．

． 直 接 原 因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表５ーー

　

直接原因および衝突の内訳
自分で転倒しケガをしたものが， ３７５件 （７８‐０

） と約８割を占めている－

　

衝突によるものは，

　　　　

直接原因

　　　　　　　

件

　　　　

％

件 （２０‐５％） であり， その中８５‐９％，全体の
自己転倒

　　　　　　

３７５

　　　

７８．ｏ

．７％がスキーヤー同士の衝突であった （表５
衝

　

突

　　　　　　　　

９９

　　　

２０．５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ストヤー同士

　　

８５

　　　

８５．ｓｉ

ｌ）－スキーヤー同士の衝突は， 全国 的こみて

　　　　　　

…立

　

木

　　　

２

　　

２‐ｏ
；

年々増加する傾向にあず， 本道においても同

　　　　

肇ツ上

　　

…

　　

多野

と思われる．

　　　　　　　　　　　　　

；その伍

　　

ｇ

　　

ｇ：ｒｉ

スキーの技術程度と直接原因とでは有意の関連

　

その他
Ｌ不 』 … 一 子… 一二β－

ｉ

認められなかった （表５－２）． すなわち， ス

　

．

　　

－

　　　　　　　　　　　　　　

ー．５

ーヤーの技術の程度に関係なく転倒や衝突 して

　　　　

計

　　　　　　　　

４８，

　

，００．０

（１２７）



１２８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

速

　

水

　　　

修

ケガをしているといえる． 本調査では

　　　

表５ー２

　

スキー技術と直接原因との関連

　　　

件｛％｝

畷原麗告
ま喜好 璽 蕊 豊熟

際

　

＼
技
＼導要三囚 自己転倒

　

衝 突

　

計
３４．

６％で最も大きなウエイトを占め

　　　

初

　

め

　

て

　　　　

３７｛７８．７）

　　

９｛２１．３）

　　

４６

ているとしている． スキーには転倒が

　　　

初

　　　

級

　　　

１７５（８０．３） ４２（１９．７）

　

２１７

子議臨む墓高星島宣言橡髪芽

　

室

　

驚

　

嘆８跨ぎ：認

　

識薯き：ｆｉ

　

ｌｌ茸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｘ２；Ｌ２６

　

｛ｄ．ｆ．＝３）

　　　　

Ｎ．Ｓ‐
の防止につながると思われる． スキー

の指導においても受講者にできるだけ転ばせない注意が必要である． 特に初心者は， 安全な転び方

を心得ておくことが必要がある‐

技
＼零さ囚 自己転倒

　　

衝

　

突

　　

計

朝め義
圭

　

醍

３７｛７８．７）

　　

９｛２１．３）

　　

４６

１７５（８０．３） ４２（１９．７）

　

２１７

１０９｛７５．２） ３４｛２４．８）

　

１４３

４０｛７６．９１

　　　

９｛２３．１１

　　　

４９

８． 締具の解放状態‐調節法・調節者およびスキー用具の借用状況

　

ケガをしたときの締具の解放状態は， 「はずれた」 と回答したものは１８８件 （４７．０％）， 「は

ずれなかった」 としたものは２１２件 （５３．０％） であった． 次に締具の調節方法について 「知って

いる」 が１８３件 （４１．０％）， 「知らない」 が２６３件 （５９．０％） と約６割のスキーヤーがケガと直

接関係のある締具の取扱いを知らないという結果であった． この割合は， 本調査の対象外の一般ス

キーヤーについても同様と思われる． 最近の締具は多方向へ解放する機能が向上しており， 正しい

調節をすればかなりのケガを未然に防止することができると思われる． しかし， 締具の知識がない

ため， 調節が不適当であると必要なと
・
きに解放しなかったり， 必要でないときに誤解放をしてしま

い大きなケガをしてしまうことが多い７）．

　

表６－， 締具の解放‐調節法．調節者およびスキー

　

使用していたスキーの締具を調節し 用具の借用状況

乍欝身ぶ亀多言冨 郊 寡

　

頂

　

目

　

カテゴリー

　

件

　

％

ら数年経ってもそのままであることが

　　　　

締具の解放

　　　

はずれた

　　　　

１８８

　　　

４７．０

伺われる‐ 締具の調節は， スキー技術

　　　　

締具の調節法 知っている

　　　

１８３

　　　

４１．０

の上達やその日の雪質の状況により目

　　　

・｛ｎ＝４４６） 知らない

　　　　

２６３

　　　

５９．ｏ

分自身で正しい調節ができることが望
自

　

分

　　　　　

１０１

　　　

２４．ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

締具の調節者 スポーツ店

　　　

２７４

　　　

６５．３

ましい． スキー用具については約９割

　　　　

｛ｎ＝４２０） レンタル業者

　　　

２７

　　　　

６．４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８

　　　　

４．３
の ものが自分のものを使用 していた

　

． －－－－－－－－－－－－－‐‐
圭
－
の他

－－‐‐－－－－－鴫”－－－…－－－…－－－－

（表６‐１）．

　　　　　　　　　　　　　　

スキー用具

　　

自分の

　　　　　

４０３

　　　

９，．４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ｎ＝４４１｝ レンタル

　　　　　

３０

　　　　

６‐８

　

スキー技術と締具の知識とでは， 有 他人の

　　　　　　

８

　　　

１‐８

意な関連が認められ （ｐ＜０．００１），初

心者ほど締具についての知識がない傾

向にあり， 「初めて」， 「初級」 を合

　　

表６ー２

　

スキー技術と締具の知識との関連

わせると約８０％のものが 「知らない」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

件｛％｝

と回答している （表６－２）‐

　　　　　　　　　　

具の知識

　　　　　

、

　　　

－た

　

、

　

；

技
鑓＼具粛学寒

識
知っている

　

知らない

　　

計

朝め轟
圭

　

撰

６｛１３．Ｑ） ４０｛８７．０）

　　

４６

４２｛２０．４） １６４｛７９．６）

　

２０６

８５｛６２．５｝ ５１（３７．５）

　

１３６

５０｛９２．６｝

　　　

４（７‐４）

　　

５４

９． ケガの種類と部位

ケガの種類では，捻挫が１５３件（３１．４

％） と最も高率であり， 以下， 打撲

１１６件（２３‐８％），骨折９５件（１９‐５％），
＝１３１．０６ （ｄ．ｆ．＝３

　　　　　

Ｐ〈０．００１

（１２８）
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表７ー１

　

ケガの種類および精細位

種

　

類

　　

部

　

位

　　　　

件

　　　　

％

　　　　　　　　　　　　　

１５３

　　　　

３１．４

　

捻

　

挫

　

”‐‐－－‐‐‐‐‐‐＝－－‐‐＝－－「

　　　　　　　　　　　　　

５８．２１

　　

　
　　

　　

　

　

　　　

　　　　

…手・指

　　　

１０

　　　

６．５…

　　　　　

ニその他

　　　　

１０

　　　　

６．５；

　

切挫創

　　　　　　　　　

９２

　　　

１８．９

　　　　

；

　

頭

　　　　　

２６

　　　

２８．６：

　　　　

…

　

顔

　　　　　　　

５０．５
：

　　

下 肢

　　

４
琶

　　

‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９．９；

　　　　

；上

　

肢

　　　　　　　　　

６．６
：

　　　　　　　

６

　　　　　　　

，
！その他

　　　　　

４

　　　　

４．４１

骨

　

折

　

，下

　

腿

　　　　

９５

　　　

１９．５

　　　　　　　　　　　　　

３４

　　　　

３５．７１

　　　　

…大

　

腿

　　　

１３

　　

１３．７
１

　　　　

；前

　

腕

　　　　　

７

　　　　

７‐４１

　　　　

１上

　

腕

　　　

篇

　　　

篇．７
！

　　　　　

；鎖

　

骨

　　　　

１７

　　　

１７‐９：

　　　　　　　　　　　　

１１

　　　　

１１‐６：

　　　　　

ー圭－の－
他
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．

打 撲
ー下 肢

　

１１６

　

葺き：￥；

　　

； 上

　

肢

　　　　

４２

　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　

３７

　　　　

３１．９１

　

　

　

　

　　

　

　

　

　　　　

１

　　

肩

　　　　　

９

　　　　

７．８；

　　　

１ その他

　　

，６

　　

，３．８…

　

　

　

　

　

　 　
　

　　　　　
　　

　　　　
　　

　
　

　　　　　

，

　　　　　　　　

１８

　　　　

９４．７；

　　　　　

ｉ

　

その他

　　　　

１

　　　

５．お

　

その他

　　　　　　　　　

１２

　　　　

２‐５

　　

計

　　　　　　　　　　

４８７

　　

１００．０

の傷害について

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２９

切挫創９２件 （１８－９％）， 脱臼１９件 （３‐９％）

の順であった．（これらの傷害名の判断は， 現

場のパトロールによるものがほとんどであり，
必ずしも医師の診断を受けた結果ではないので，

「… の疑い」 と解釈する．）

　

次にこれらのケガの部位について比較的多い

ものを見てみると， 捻挫では， 膝８９件 （５８‐２

％，全体の１８‐３％）， 足首４４件 （２８‐８％， 全

体の９．０％）， 切挫創では， 顔４６件 （５０．５％，
全体の９．４％）， 頭２６件 （２８．６％， 全体の５．３

％）， 骨折では， 下腿３４件 （３５．７％， 全体の７．９

％）， 鎖骨１７件 （１７．９％， 全体の３．５％），

打撲では下肢４２件 （３６．１％， 全体の８．６％），
上肢３７件 （３１‐９％， 全体の７‐６％）， 脱臼で

は，肩１８件（９４‐７％， 全体の３．７％） 等であっ

た （表７－１）‐新潟県石打丸山スキー場の昭

和大学診療所における１９７８年～１９８３年の調査

研充
８）によると， 膝捻挫２１‐４％， 頭部・顔面切

挫創１４．６％， 下腿骨折１４‐１％， 足関節捻挫

１１‐１％， 下肢・躯幹切挫創６．４％等の順であ

る． 本調査の結果と比較すると， 切挫創でほぼ

同じ割合であるが， 捻挫， 骨折では本道の方が

低率である． このことは， パトロール判断と医

師の診断の相違があることを考慮しても， 全日

本スキー連盟の全国的調査９）によるとＩ９８５年頃

から骨折が減少し， 打撲が増加していると報告

されているように， 最近１０年間のスキー傷害の変化と見ることができよう‐
直接原因とケガの種類とでは， 有意な関連が認められ （Ｐ＜０．００１），自分で転倒したときのケガ

では， 捻挫が１１６件 （３６‐６％） と最も高率であり， 切挫創 （６１件，１９‐２％）， 骨折 （６１件，１９－２％），
打撲 （６０件，１８．９％） はほぼ同率であった‐ また， 衝突のケガでは， 打撲が２８件 （３７‐３％） と最

表７‐２

　

直接原因および締具の解放状態とケガの種類との関連
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１４（３８‐９） ２２｛６１．１｝

　　

３６

１０． ケガの程度および輸送方法

パトロールによるケガの程度の判断によると，重傷５８件（１２‐３％）， 中程度のケガ１３５件 （２８．７

％）， 軽傷２７８件 （５９．０％） であり， 必ずしも客観的な判断とはいえないが， ケガの約１割が重傷

であると推定される‐ また， スキー場からの輸送方法については，８７件 （１８‐０％） が救急車によ

るものであった．

１１‐ 保険の加入状況

　

自分自身のケガに対する傷害保険の加入状況は，「加入している」 と回答したものは１５２件 （４７．６

％），「加入していない」 と回答したものは１６７件 （５２．３％） であり， 半数に満たない状況であっ

た． また， 衝突などにより他人にケガをさせた場合の賠償保険の加入状況は， 「加入している」 が

７０件 （２７‐１％） と極めて低率であった （表８－１）．

次に， スキー技術と保険の加入状況との関係を見ると， 傷害保険および賠償保険のいずれも有意

（１３０）
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な関連は認められなかった （表８－２， 表８－３）－

　

スキー事故はその結果によって， 民事の損害賠償事件となり， さらに刑事事件として法的責任が
問われることがある‐ 特にスキーヤー同士の衝突では， 自動車事故の損害賠償と同様な対応が迫ら
れている． スキーヤーとして傷害保険は勿論， 他人への損害賠償保険の加入の必要性が高まってい
るといえよう‐

Ｗ

　

要

　　　

約

　

本研究は， 北海道におけるスキーの傷害の実態を明らかにし， 安全なスキーの普及のための基礎

資料を得ることを目的に， 平成２年２月および平成３年２月に道内の延べ４０ケ所のスキー場におい

てスキーパトロールによって調査された４８７ 件のスキーによる傷害を対象に分析， 考察した‐

　

結果を要約すると次のとおりである‐
１） 調査期間中の延べ３７スキー場の入り込み人数の合計は２，６２２，８１１人であり， これらのスキー

場におけるパトロール取扱いのケガは３８９件であった‐ この数値からスキー傷害の発生率は
０‐０１５％と推定される．

２） 性別では， 男性５９．３％，女性４０．７％と３対２の割合で男性の割合が高かった． 年令の内訳は，

　

１０～１９歳が４０‐２％と最も多く， 次いで２０～２９歳が２９‐９％であり，１０代と２０代で７０％を占

　

めていた． 学校等では， 社会人が４０．５％と最も多く， 小学生が２４‐３％と次に高率であった‐ ス

　

キー技術の程度では， 初めておよび初級が５７－３％と半数を越えており， 中級３１‐１％，上級１１．６

％と技術の低いスキーヤーほどケガが多い傾向がみられた‐
３） ケガの発生時刻では，１１時～１２時 （１５．９％），１３時～１４時 （１６‐１％），１４時～１５時 （１５‐３

％）， の時間帯， およびナイター （１８‐０％） に多く見られた．
４） 天候では， 晴， 雪質では乾雪がそれぞれ高い割合であった．
５） 斜面では， 中程度の斜度の斜面 （５１‐２％） に， 斜面の状況では， スムースな状況 （７７．１％）

で多く見られた． スキー技術の程度と斜面との関係では， 上級者ほど急な斜面でケガをしている

傾向にあった （ｐ＜０．００１）‐また， スキー技術の程度と斜面の状況とでは， 上級者ほどコブやラ

フな状況でケガをしている割合が高い傾向がみられた （ｐ＜０‐０１）．
６） 行動では， 自由滑降中のケガが７０－９％と最も多かったが， 学校の授業・行事中においても

２０－４％見られた‐ 自覚的なスピード感では， 「ゆっくり」 と回答したものが２９．０％，「普通」
が５２‐３％と比較的遅いスピードの中でケガが多く発生していた．

７） 直接原因では， 自分で転倒したものが，７８‐０％と約８割を占めていた‐ 衝突によるものは，
２０．５％であり， その中８５‐９％，全体の１７．７％がスキーヤー同士の衝突であった． スキーの技術

程度と直接原因とでは有意の関連は認められなかった‐
８） ケガをしたときの締具の解放状態は， 「はずれた」 が４７．０％，「はずれなかった」 が５３．０％

であった‐締具の調節方法については，「知っている」 が４１‐０％，「知らない」 が５９．０％であっ
た． 使用していたスキーの締具を調節したものは， 「スポーツ店」 が６５．３％で最も多かった‐
スキー技術と締具の知識とでは， 有意な関連が認められ， 初心者ほど締具についての知識がない
傾向であった （ｐ＜０

．００１）．

９） ケガの種類では， 捻挫が３１．４％と最も高率であり， 以下， 打撲２３－８％，骨折１９‐５％， 切挫創
１８‐９％， 脱臼３．９％の順であった‐ ケガの部位については， 捻挫では， 膝， 足首， 切挫創では，
顔， 頭， 骨折では， 下腿， 鎖骨， 打撲では下肢， 上肢， 脱臼では， 肩に多くみられた． 直接原因

（１３１）
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とケガの種類とでは， 有意な関連が認められ， 自分で転倒したときのケガは， 捻挫が高率であり，

衝突のケガは， 打撲が高率であった （ｐ＜０．００１）． 自分で転倒した場合と， 衝突の場合別にその

ときの締具の解放状態を見ると， 自分で転倒した場合では， 締具の解放， 非解放とケガの種類とに

有意の関連が認められた （ｐ＜０．０１） が， 衝突の場合では， 締具の解放， 非解放とケガの種類とで

は有意の関連は認められなかった‐

１０） パトロールによるケガの程度の判断によると， 重傷は１２‐３％， 中程度のケガは２８．７％， 軽傷

　

は５９．０％であった‐ スキー場からの輸送方法については，１８‐０％が救急車によるものであった．

１１） 自分自身のケガに対する傷害保険の加入率は，４７．６％， 賠償保険の加入率は，２７．１％と極め

　

て低率であった． スキー技術と保険の加入状況との関係を見ると， 傷害保険および賠償保険のい

　

ずれも有意な関連は認められなかった‐▼
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歳
～

４ ．
３０

歳
～

５ ．
４０

歳
～

６ ．
５０

歳
～

Ｌ ケ

　

ガ

　

を

し
た
時
の

ス
ヒ．
一
ド

１ ．
停
止
中

２ ．
ゆ
っ
く
り

３ ．
普
通
（す
く
に
停
止
で終

る
ス
ビ ー

トつ

４ ．
速
い
（ す
ぐ！
奪
止
で醤

加
、 ス
ピ ー

トつ

Ｒ ケ

　

ガ

　

の

衝
類

と

部

　　

位

１ ．
捻

　

挫

ａ ．
膝
関
節

ｂ ．
足
関
節

ｃ ．
そ
の
ｆ 也

〔

　　　　　　

〕

２ ．
切
挫
制

ａ ．

　

頭
ｂ ．

顔

　

面

ｃ ．
下

　

肢
ｄ ．

上

　

肢

ｅ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　

〕

３ ．
骨

　

折

ａ ．
下

　

肢

　　

イ ．
下

　

腿

　　　　　　

ロ ．
大

　

腿
ｂ ．

上

　

肢

　　

イ ．
前

　

腕

　　　　　　

ロ ．
上

　

腕

ｃ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　

〕

４ ．
打

　

撲

ａ ．
下

　

肢

Ｄ ．
上

　

肢

ｃ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　

〕

５ ．
脱

　

臼

ａ ，

　

肩
ｂ ．

そ
の
他

６ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

〕

Ｔ 他
人
の
ケ

ガ
に
対
す

る
賠
償
賞

任
保
険
に

１ ．
加
入
し
て
い
る

２ ．
加
入
し
て
い
な
い

３ ，
わ
か
ら
な
い

Ｃ 学

　　

校

１ ．
幼

　

児

２ ．
小
学
生

３ ．
中
学
生

４ ，
高
校
生

５ ．
大
学
生

６ ，
社
会
人

７ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

〕

Ｇ 斜

　　

面

１ ．
平
但
お
よ
び
緩
斜
面

２ ．
中
斜
面

３ ．
急
斜
面

Ｍ ‘
劫
乾
し
た

時
に
ス
キ

一
の
板
は

１ ，
は
ず
れ
た

２ ．
は
ず
れ
な
か
っ
た

Ｕ ケ
ガ
人
の

護
送
方
法

は

１ ．
救
急
車
で

２ ．
ス
キ
ー
場
の
車
で

３ ．
自
家
用
車
で

４ ．
列
車
や
バ
ス
で

５ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

）

Ｈ 斜
面

　

の

状

　　

況

１ ，

　

ス
ム
ー
ズ

２ ．
ギ
ャ
ッ
プ
・
こ
ろ｛

３ ．

　

ラ

　　

フ

４ ．
深

　

雪

Ｎ 締
具

　

の

１ ，
知
っ
て
い
る

２ ．
知
ら
な
い

備

　　

考
Ｄ 天

　　

侯

１ ．

　

晴

２ ．

　

雲

３ ．

　

雪

４ ．
み
ぞ
れ

５ ．

　

雨

６ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

〕

Ｉ ス

　

キ

　

ー

技

　　

術

１ ．
初
め
て

２ ．
初

　

級

３ ．
中

　

級

４ ．
上

　

級

調 ０ ス
キ
ー
板

ま

　

た

　

は

靴
は

１ ．
自
分
の
も
の

２ ．
レ
ン
タ
ル

（
業
者
の
）

３ ．
他
人
の
も
の

Ｊ ケ

　

ガ
の

原

　　

因

１ ．
自
分
で
転
倒

２ ．
衝

　

突

ａ ．
ス
キ
ー
ヤ
ー
同
志

ｂ ．
障
害
物

　

〔

　　　　　　　　

）
と

３ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　

〕

Ｅ 雪

　　

質

１ ，
乾

　

雪

２ ．
湿

　

雪

３ ，

　

ザ′
ラ
メ

４ ．

　

ア
イ
ス
ノく

ー
ン

５ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

〕

Ｐ あ
な
た
の

締
具
の
調

節
を
し
た

の
は

１ ．
自

　

分

２ ，
ス
ポ
ー
ツ
店

３ ．

　

レ
ン
タ
ル
業
者

４ ．
そ
の
他

〔

　　　　　　　　

〕
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片 噺 懲 穴 渋 喜 び Ｘ サ ー Ｓ 臨 端 胃 ｕ ノ ベ ー ：


